
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集･発行 日野町農業委員会 

        

                             

 

「見える化」を実現！ 
見つける･見抜く･見きわめる 

表紙写真 

安心・安全な食料の安定供給を図ることが農業

の絶対的使命。生命の源である農業を守ること、

それが私たちの使命では…   （日野町本郷） 

平成２４年度 
 

農地白書 

 



総合農協の理事又は経営管理

委員又は組合員(１人) 

農業共済組合及び土地改良区

の理事又は組合員(１人) 

学識経験者(４人以内) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員会系統組織の体系 
  【 構 成 】                      【 業 務 】 
 

    

会員 

 
 

 

                会議員 

           

                賛助員          会議員 

 

  
 

選任委員 
 

選挙委員 
 

  

 

市町村農業委員会の概要（赤字は農地白書作成の根拠） 

 

 

 

 

 

 

農地白書の発刊に当たって     

この度、鳥取県農業会議を中心に県下全農業委員会で「農地白書」を作成しました。 

白書では、本町の農業の実態について様々な資料を基に分析し、その問題点を明らかに

しております。 

本町の農業は、他市町村と比べると丌利な立地条件にありますが、きれいな水が豊富に

あるなど環境面ではすぐれている面がたくさん存在します。 

逆境を逆手に取り良い面をさらに伸ばし、付加価値のある作物生産と販売ルートの確立

を図っていくことが必要と考えます。 

本白書が高齢・過疎化が進む本町の今後の取組を考え、解決の糸口を見いだす一助とな

れば幸いです。 

 

平成２５年 ３月 

農業委員会等に関する法律 
(昭和 26年制定) 

 

根
拠
法 

市町村に設置されている行政機関 
(選挙･選任委員で構成する合議体の 
行政委員会) 

組
織 

 

農業委員定数１１人（平成 25 年 3月定） 

(うち選挙委員７人、選任委員４人） 
構
成 

①農地法等規定に基づく許認可に係る事務処理 

◆農地法及びその他の法令によりその権限に属
された農地等の利用関係の調整に関する事項 
◆農業経営基盤強化促進法等 
②地域農業振興を図る促進業務(農業振興業務) 

◆農地等の確保、利用集積等の効率的な利用促
進に関する事項 

◆法人化その他農業経営の合理化に関する事項 
◆生産･経営･生活に関する調査研究と情報提供 
③農業･農業者に関する意見の公表,建議及び答申 
◆農業・農民に関する事項について意見の公表、
建議及び諮問に応じて答申 

役
割(

所
掌
業
務)

 

日野町農業委員会 

会 長 長 住 武 美 

全国農業会議所 

都道府県農業会議 

市町村農業委員会 

総会 
常任会議
員会議 

総会 農 地

部会 

その他

部会 

市町村 

・意見の公表、行政庁への建議、諮問に応ずる答申 

・都道府県農業会議の業務に対する指導・連絡 

・情報提供、調査及び研究等 

(法令業務) 

・農地法に基づく農地の権利移動の許可、 

農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画の決定等 

(振興業務) 

・農地等の農業上の利用の確保 

・農地等の利用集積、効率的な利用促進 

・法人化、農業経営の合理化 

・調査及び研究、情報提供等 

農 業 者 

県農協中央会の会長、副会長 

又は理事(１人) 

県農業共済連等の理事(１人) 

県区域又はその一部区域の農

協、農協連合会の理事又は経営

管理委員(若干人) 

農業の改良発達を目的とする 

団体の理事(代表者)(若干人) 

学識経験者（若干人） 

(法令業務) 

・農地法に基づく県知事の農地転用許可に

当たっての意見具申等 

(振興業務) 

・意見の公表、建議、諮問に応ずる答申 

・情報提供、調査及び研究等 

・農業委員会への助言・協力 

 



 

 
 
第３部【労働編】農業就労(人)の姿 ８ 

◆①農業就業者の状況                

 図２０ 類型別農家の推移 

 図２１ 基幹的農業従事者数の推移 

 図２２  農業者の男女別年齢別構成割合 

◆②就農の状況            ９ 

 図２３ 新規就農者の推移 

図２４ 認定農業者の推移 

図２５ 農業法人等の推移 

 

第４部【組織編】 
関係機関・団体の役割分担    １０ 

◆①農業委員会の状況    

 図２６ 農業委員数の推移 

図２７ 女性農業委員数と割合の推移 

 図２８ 事務局職員数の推移 

◆②関係機関等との連携       １１ 

 図２９ 平成２４年度農地パトロールの 

農業委員等実施人数 

 
第５部【特集編】       １２ 

農業委員会系統組織活動の実績 

１ 農政活動トピックス              

２ 市町村農業委員会の主な建議事項   

３ プロジェクト活動の概要      

 

〈付〉 

 用語解説             １３ 

 農業委員名簿      （裏表紙の内面） 

 市町村の風土      （裏表紙） 

  目     次 

農地白書の発刊に当たって （表紙の内面） 

農業委員会系統組織の体系 

市町村農業委員会･農業会議の概要 
 
第 1 部【基本編】農地の基本的価値  １ 

◆①｢食料供給｣機能 

図１ 農業産出額の推移 

◆②｢就業創出（地域活力）｣機能 

 図２ 農業就業人口の推移と割合 

◆③｢環境保全｣機能 

 図３ 農業の多面的機能の貨幣評価 

  

第２部【農地編】農地基盤・利用の姿  ２ 
◆①遊休農地の実態と発生要因 

図４ 遊休農地の区分別面積と割合の推移 

図５ 農家類型別遊休農地面積の推移 

 図６ 遊休農地の要因分析 

◆②農地の立地条件            ３ 

図７ 農業地域類型別の面積割合 

図８ 農地整備の状況 

図９ 農地筆数及び 1筆平均面積 

◆③農地面積の推移と利用整備計画等の状況 ４ 

図１０ 農地面積の推移 

図１１ 農業振興地域内農用地区域の設定状況 

図１２ 中山間直接支払い対象面積と協定数 

◆④農地の利用状況            ５ 

図１３ 営農類型別農地利用面積と農地利用率 

    の推移 

◆⑤農地の貸借状況            ５ 

図１４ 農地貸借の推移(累計) 

 図１５ 農地賃借料の状況 

 図１６ 遊休農地解消後の利用状況 

図１７ 解消事業の実施状況 

◆⑥農地転用の状況            ７ 

図１８－１ 農地転用面積の推移 

 図１８－２ 農地転用面積の内訳 

 図１９   水張り水田(保全)の状況 
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図１ 農業産出額の推移  図２ 農業就業人口の推移と割合 図３ 多面的機能の貨幣評価 
 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「生産農業所得統計」         

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「農林業センサス」                   

（注１）農業就業人口：農業のみに従事

した者又は農業と兼業の双方に従事し

たが、農業従事日数の方が多い者 

（注２）基幹的農業従事者数：農業就業

人口のうち、ふだんの主な状態が「仕事

が主」の者 

 

①「食料供給」機能 ②「就業創出」機能 

 

③「環境保全」機能  

      農地の基本的価値 

       ～「食料供給・就業創出・環境保全（３機能）」の発揮～ 

        

       

第１部 

基本編 

資料：日本学術会議、（株）三菱総

合研究所「農業の多面的機能の貨幣

価値」（平成 13 年）を基に、市町村

内耕地面積に換算したもの。 

（詳しくは、用語解説１３頁参照） 

～ 生産額は低下傾向 ～ ～就業者は半世紀で 70%減～ ～農業産出額以上の価値～ 
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【質問１】 水田（水張り）を維持拡大するため、転作率はどの程度を理想
と考えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

0
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1
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55%
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４０～５０％

３０～４０％

２０～３０％

１０～２０％

１０％未満

【質問２】 あなたの市町村で、今後、主食米(加工用米・備蓄米含む)以外で振

興すべき作物は何だと考えますか。３つ選んで○をつけて下さい。 
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図４ 遊休農地の区分別面積と割合の推移 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①遊休農地実態と発生要因 

       農地基盤及び利用の姿 

        ～農地の確保｢遊休農地対策｣と農地利用集積の促進～ 

              

第２部 

農地編 

資料：農林水産省｢農林業センサス｣ 

(注)センサスの耕作放棄地を遊休農地と表現 

 

資料：合計面積は農林水産省「農林業センサス」        

区分別は農業委員会パトロール結果による 

（注）遊休農地の割合は、 

耕作放棄面積÷（経営耕地面積＋耕作放棄面積）×100 

 

～ 地形、地理的条件が要因～ 

～ センサスと全体調査結果（乖離）の検証が緊要 ～ 

～  全体的に減尐  ～ 

図５ 農家類型別遊休農地面積の推移 

 

図６ 遊休農地の要因分析 

 

資料：各数値は各種データに基づき算定（用語解説 13 項

参照のこと） 
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（10a 当たり） 

355 万円 

鳥獣被害 
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圃場等整備

大規模農家育成

新規就農者確保

農業所得増大

鳥獣被害対策

【質問３】 遊休農地の発生には、さまざまな要因があります。解決に必要な

対策は何だと思いますか。３つ選んで○をつけて下さい。 

農 業 委 員 ア ン ケ ー ト 結 果  
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図７ 農業地域類型別の面積割合 図８ 農地整備の状況 図９ 農地筆数及び 1筆平均面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
 

 

 

 

 
資料：農林水産省「2010 年世界農林業センサス農山村地域調査（農業集落）」 

 (注) 農業地域類型基準指標 

都市的地域＝人口密度５００人以上及び宅地等／可住地面＝６０％以上 

   平地農業地域＝耕地率２０％以上かつ林野率５０％未満 

   中間農業地域＝耕地率２０％未満 

   山間農業地域＝耕地率１０％未満かつ林野率８０％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農地の立地条件 

～ 山間地域が 100％～ ～1筆あたり面積は小規模～ ～必要箇所は概ね整備済～ 
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【質問４】 農地の区画整備は、今後いかにあるべきと考えますか。１

つ選んで○をつけて下さい。（水田について） 
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（畑について） 
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【質問５】 下限面積は、自然的経済的自然条件からみて営農条件が

同一と認められる地域で農家の経営規模及び農業振興計画等を考

慮して定められていますが、下限面積の設定が必要ですかその必要

性ついてお聞かせ下さい。１つ選んで○をつけて下さい。 
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図１０ 農地面積の推移            図１２ 中山間直接支払い対象面積と協定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「耕地面積調査」 

ラウンドで合計が一致しない場合がある 

資料：県農地・水保全課調べ 

図１１ 農業振興地域内農用地区域 

の設定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：県経営支援課調べ                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 農地面積の推移と利用整備計画等の状況 

協定数 合計 ３９ 

～ 年々減尐傾向 ～ 

～ 8割以上が農用地区域 ～ 

～７割近くの農地が交付対象～ 
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281ha（68.9%） 

782 

583 

485 
416 408 

農

業

委

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

【質問６】 優良農地を確保するため、農業振興地域が設定されていま

す。農業振興地域のあり方について農業委員会の農地行政を進めるう

えでどのように考えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

0

1

3

7

0%

9%

27%

64%

0 2 4 6 8 10

どちらともいえない

現行のままでよい

抜本的に見直す

問題の所だけ見直す

【質問７】中山間地直接支払制度がありますが、今後どのように考えま

すか。１つ選んで○をつけて下さい。 

0

0

0

1

10

0%

0%

0%

9%

91%

0 2 4 6 8 10 12

どちらともいえない

必要でない

どちらかと言えば

必要ない

どちらかと言えば必要

必要である
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図１３ 営農類型別農地利用面積と農地利用率の推移    図１４ 農地貸借の推移(累積)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「耕地及び作付け面積統計」                 資料：農林水産省「農地面積調査」 

 （注）利用率は、作付（栽培）延べ面積÷耕地面積×100           「利用権設定面積」は農業会議調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 農地の利用状況 ⑤ 農地の賃借状況 

～ 農地の利用は年々減尐傾向 ～ ～ 全体の２割で貸借 ～ 
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26.5 

38.2 

65.5 

112.6 

90.9 

農

業

委

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

【質問８】 農地利用率が下がっている主な理由は何だと思います

か。  ３つ選んで○をつけて下さい。 

0

6

2

0

0

1

1

9

10

4

0%

55%

18%

0%

0%

9%

9%

82%

91%

36%

0 2 4 6 8 10 12

その他

鳥獣被害の増大

不在地主の増加

貸借のミスマッチ

農業技術の難易度

販売流通の弱体化

兼業化の進行

農業労働力の減少

農業所得の減少

米の生産調整

【質問９】 農地流動化が進まない理由は何だと思いますか。３つ

選んで○をつけて下さい。 

10

2

4

5

9

2

91%

18%

36%

45%

82%

18%

0 2 4 6 8 10 12

推進体制が弱い

賃借料折り合わない

不在地主で契約困難

農地への執着心強い

借りてが少ないから

返らない不安がある
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図１５ 農地賃借料の状況            

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農業委員会調べ 

                     

 

 

図１６ 遊休農地解消後の利用状況         図１７ 解消事業の実施状況 
 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：耕作放棄地全体調査結果による                    資料：県経営支援課調べ 

                          

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 町平均はおよそ 6,500 円 ～ 
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農
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委

員

ア
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ー

ト

結

果

 

【質問１０】 標準小作料が廃止になって現行の農地賃借料情報と

なりました。賃借料情報の提供は必要ですか。１つ選んで○をつけ

て下さい。 

1

1

9

9%

9%

82%

0 2 4 6 8 10 12

どちらともいえない

必要でない

必要である

【質問１２】 貸し手・借り手のミスマッチなどにより遊休化寸前の農地が相

当潜在していると見られています。農地保全対策はどうあるべきでしょう

か。１つ選んで○をつけて下さい。 

1

2

8

9%

18%

73%

0 2 4 6 8 10

自己で保全

集落営農で管理

預かり制度の充実強化
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図１８-１ 農地転用面積の推移  図１８-２ 農地転用面積の内訳  図１９ 水張り水田 

(保全)の状況 

【平 7～22】         【平 22：23】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

資料：農林水産省            資料：農業会議調べ(農業会議答申のみ)    資料：県生産振興課調べ 

1995「土地管理情報収集分析調査」   （注）許可丌要事案｢公共的施設用地｣は 

2010「農地権利移動等調査」      データ公開が間に合わないため入っていない。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑥ 農地転用の状況 

～ 年々減尐傾向 ～ ～ 殆どが小規模な個人利用 ～ ～ 大半が調整水田 ～ 
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結

果

 

【質問１１】 農地転用の実態についてどう思いますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

0

3

7

1

0%

27%

64%

9%

0 2 4 6 8 10

どちらともいえない

緩和すべきである

今までどおりでよい

厳しく規制すべき
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図２０ 類型別農家の推移           図２２ 農業者の男女別年齢別構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「農林業センサス」 

（注）昭 55 以前は旧定義の農家、 

平 2以降は新定義の農家 

 

図２１ 基幹的農業従事者数の推移 

(年間 150 日以上の従事者) 

 

 

                           資料：農林水産省「2010 年世界農林業センサス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「農林業センサス」                

 

 

 

 

 

 

 

農業就労(人)の姿 

        ～農業者の高齢化･世代交代を踏まえた労働力総量の確保～ 

第３部 

労働編 

① 農業就業者の状況 

25 年後 
男  ２３  人 

女  ２４  人 

計  ４７  人 
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果

 

【質問１３】農林業センサスでは、家族経営の家を単位とする農家分類（主業・準主

業・副業別）と農業従事日数（基幹的従事者１５０日以上）の人を単位とした従事分

類がされていますが、農業問題を考える場合、どちらを重点に考えるのがよいと思

いますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

5

2

4

45%

18%

36%

0 1 2 3 4 5 6

どちらともいえない

農業従事者分類がよい

農家分類の方がよい

【質問１４】 いま、大きな世代交代期を

迎えています。継続的に農業が経営で

きるような担い手対策はどう考えます

か。１つ選んで○をつけて下さい。 

1

8

2

9%

73%

18%

0 2 4 6 8 10

どちらともいえない

農家の後継者が重

要

大規模農家の育成
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図２３  新規就農者の推移           図２５ 農業法人等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県経営支援課調べ      

資料：県経営支援課調べ 

図２４ 認定農業者の推移                 農業委員会調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：県経営支援課調べ                      

農業委員会調べ                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就農の状況 

～ 今後の増加に期待 ～ ～ 現在町内には無し ～ 

～ 県下でも尐数 ～ 

1 

2 （人） 

（経営体） 
農

業

委

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

【質問１５】 新規就農の状況をどう考えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

2

9

0

18%

82%

0%

0 2 4 6 8 10 12

どちらともいえない

集落営農を育成すべき

大規模農家を育成すべ

き

【質問１６】 認定農業者制度についてどう考えますか。１つ選んで○をつけ

て下さい。 

2

2

7

18%

18%

64%

0 2 4 6 8 10

どちらともいえない

必要でない

必要である

【質問１７】 農業法人等について 

平成 21年 12月の農地法等改正以降、農業生産法人だけでなく一般法人等の農業参入

が可能となりました。地域の農地を守るためどちらが今後より重要と考えますか。１つ選

んで○をつけて下さい。 

4

3

4

36%

27%

36%

0 1 2 3 4 5

どちらともいえない

一般法人

農業生産法人
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図２６ 農業委員数の推移  図２７ 女性農業委員数と割合の推移  図２８ 事務局職員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「耕地面積調査」     資料：農業会議調べ            資料：農業会議調べ 

農業会議調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

関係機関・団体の役割分担 

        ～広域化のなかでの関係機関･団体の連携強化～ 

第４部

組織編 

① 農業委員会の状況 

～ 委員１人当たり 37ha ～ ～委員の約 2割が女性委員～ ～ すべて兼務職員 ～ 

委員１人当り 

   農地面積 

ha 

ha 

（人） 

ha 

女性農業委員の割合 
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（人） 
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兼務職員 

専任職員 

農

業

委

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

【質問１８】 市町村合併に伴い農業委員は減少しています。この状況

をどう考えますか。 

１つ選んで○をつけて下さい。（選挙委員について） 

8

2

1

73%

18%

9%

0 2 4 6 8 10

現状でよい

さらに

増やすべきである

もっと減らしてもよい

（選任委員の増減について） 

7

2

2

64%

18%

18%

0 2 4 6 8 10

どちらともいえない

減らすべきだ

増やすべきだ

【質問１９】女性農業委員の割合が問われています。どのように考えます

か。１つ選んで○をつけて下さい。 

4

4

3

36%

36%

27%

0 1 2 3 4 5

どちらともいえない

選任委員を増やすべ

き

選挙委員を増やすべ

き

【質問２０】あなたの市町村では女性委員の割合を、当面どれくらいを目指すべきと考

えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

3

6

1

0

1

27%

55%

9%

0%

9%

0 1 2 3 4 5 6 7

２０％以上

１５～２０％

１０～１５％

５～１０％

５％未満

【質問２１】 事務局は事務増加への対応と法律・規則に関する専門知識が求められ

ています。かつての農地主事のように専門的な職員を配置することについてどう考え

ますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

1

0

10

9%

0%

91%

0 2 4 6 8 10 12

どちらともいえない

その必要ない

必要である
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図２９ 平成２４年度農地パトロールの 

農業委員等実施人数 
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資料：農業委員会調べ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 関係機関等との連携 

～ 農業委員が主体 ～ 

農

業

委

員

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

 

【質問２２】 いま農業委員会等組織のあり方が問われています。どうあ

るべきと考えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

4

4

3

36%

36%

27%

0 1 2 3 4 5

よくわからない

行政との一体的組織

独立した委員会で強化

【質問２３】農業委員会が毎年、戸別に行なう農業委員会委員選挙人名

簿の登載申請書の提出の機会を活用し、農地の規模拡大･縮小などの

「農家経営意向調査（農地貸借等調査）」を行うことについてどう思います

か。１つ選んで○をつけて下さい。 

4

3

4

36%

27%

36%

0 1 2 3 4 5

どちらともいえない

必要ない

行なうべき

【質問２４】｢人・農地プラン｣作成への積極的な推進と情報提供等の支援・協力が

農業委員会に求められていますが、どこまでの取り組みが可能と考えますか。１

つ選んで○をつけて下さい。 

1

10

0

9%

91%

0%

0 2 4 6 8 10 12

よくわからない

情報提供と助言の範囲

積極的に推進すべき

【質問２５】 農地パトロール実施（強化月間活動、日常監視活動）について、農業

委員以外の協力を求める推進体制について、関係者の協力体制を整備すべきと

考えますか。１つ選んで○をつけて下さい。 

2

3

6

18%

27%

55%

0 2 4 6 8

よくわからない

農業委員だけで対応

関係者の協力体制を強

化
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１ 農政活動トピックス   

★「食料・農業・農村の基本政策確立に向けた予算確保と具体的施策に関する提案」 

（平成２４年１２月６日開催の平成２４年度全国農業委員会会長代表者集会提案決議） 

 

 

 

 

 

 

 (１)農地情報の整備･管理対策の強化 

 

 (２)農地の利用集積を加速するための環境整備 

 

  ①「人･農地プラン｣における認定農業者の位 

置づけ 

 

  ②農業委員会による農地の利用集積と遊休農 

地に関する取り組みの体系化 

 

  ③農地利用集積円滑化団体による農地の保全 

 

  ④農地集積対策への支援強化 

 

⑤都道府県域における農地の面的集積促進の 

支援 

 

 (３)遊休農地の発生防止・解消対策の強化 

  

 ①遊休農地の再生利用に向けた支援 

 

  ②｢農地トラスト制度(仮称)｣の創設 

 

  ③｢予備農地(仮称)｣の考え方の導入と管理等 

への政策的な支援 

 

  ④非農地とした土地の管理･保全に向けた措 

置 

 

 (４)都市農地の活用の推進 

 

農業委員会系統組織活動の実績 

～農政・建議・プロジェクト等の活動強化と情報公開～ 

第５部 

特集編 

２担い手･経営対策の強化 

３新規就農･人材育成対策の強化 

１農地の有効利用対策の強化 

 
 

(１)認定農業者等の経営改善支援 

 

(２)農業者戸別所得補償制度の機能強化等 

 

(３)土地利用型農業経営の体質強化 

 

(４)農業者年金制度の積極的な推進 

 

(１)新規就農者の確保対策の強化 

 

(２)農業の雇用改善 
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 (１)震災復旧・復興対策の迅速化と十分な

対応 

  

(２)東京電力福島第一原子力発電所事敀へ

の万全な対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６消貹税･相続税への慎重な対応 

５大震災・原発事敀への万全な対応 ４地域振興対策の強化 

７農業委員会組織体制と機能の強化 

 

 

(１)都市計画制度等の見直しにおける都市農

地の保全 

 

(２)中山間地域対策など地域を支え守る施策

の強化 

 

(３)鳥獣被害対策の強化 

 

(４)基盤整備の促進 

 

(５)地域の農業者が主体となった６次産業化

の推進 

 

(６)再生可能エネルギーの利用推進 

 

 

 

 (１)震災復旧・復興対策の迅速化と十分な

対応 

 (２)東京電力福島第一原子力発電所事敀へ

の万全な対応 
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用語解説 

 

 

図２ 

「農業就業人口」 

農業のみに従事した世帯員及び農業と兼業の双方に

従事したが、農業従事日数の方が多い世帯員 

 

「基幹的農業従事者数」 

農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が「仕事が主」

の者 

 

 

図３ 

「農業の多面的機能」 

   農産物以外に、生産活動によって社会に役立つ有形･

無形の価値が生み出されるもの。 

環境保全機能や安らぎ機能、社会文化的機能、経済維

持機能など。 

 

 

「洪水防止機能評価額」＝   ＊（７３万円／ha） 

全国洪水防止機能評価額     

全国田畑面積 

 

「利水安定機能評価額」＝  ＊（９０.３万円／ha） 

① 

     全国水稲面積 

※①＝(河川流況安定機能＋地下水かん養＋土砂崩壊防止

＋気候緩和＋土壌浸食防止) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 

「耕作放棄地」 
この数年の間に再び耕作する考えのない農地(農林業

センサス用語) 

「遊休農地」 

耕作の目的に供されておらず、かつ、引き続き耕作の

目的に供されないと見込まれる農地(農地法) 

 

 

 

図６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 

「農業地域類型」 

   短期の社会経済変動に対して、比較的安定している土

地利用指標を中心とした基準指標によって市町村及び

市区町村(昭和２５年２月時点の市町村)を類型化した

もの 

 

 

 

 

「農業の多面的機能の評価方法（全国）」 

  機  能 評 価 方 法 

洪水防止 田畑の貯水能力を評価 

水

土

里

安

定 

河川流況安定 水田灌漑用水の還元能力 

地下水かん養 水田地下水かん養量を評価 

土砂崩壊防止 土砂崩壊の水田抑止力 

気候緩和 水田気温低下効果(－1,3℃) 

土壌浸食防止 農地耕作の土壌浸食防止 

保

健 

有機廃棄処理 下水汚泥等の農地還元分 

保健・休養 農村地域への旅行支出額 

 

①遊休農地の割合＝ 

耕作放棄地面積／経営耕地面積＋耕作放棄地面積           

＊農林水産省「2010 世界農林業センサス」 

 

②鳥獣被害額（100ha 当たり）＝鳥獣被害額／耕地面積 

＊鳥取県農林水産部調べ「鳥獣被害状況」 

 

③土地生産性（10ha 当たり）＝農業所得／耕地面積     

＊農林水産省「生産農業所得統計」 

 

④農業従事者高齢者率＝65 歳以上／農業就業人口     

＊農林水産省「2010 世界農林業センサス」 

 

⑤副業的農家率＝副業的農家数／販売農家数  

＊農林水産省「2010 世界農林業センサス」 

 

⑥土地持ち非農家率＝土地持ち非農家数／総農家数+土地持

ち非農家数 

 ＊農林水産省「2010 世界農林業センサス」 

 

⑦水田未整備率＝30ａ以上区画未整備水田面積／水田面積 

＊農林水産省「農業基盤情報基礎調査報告書 

 

⑧山間農業集落＝山間農業地域集落数／集落数 

 ＊農林水産省「2005 農林業センサス」 

×市町村水稲面積 

×市町村田畑面積 
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図１１ 

「農業振興地域」 

農振法に基づく市町村の農業振興整備計画でマスタ

ープランに定められた優良農地を確保するための地域。 

 

 

図１４ 

「利用権設定」 

農用地等の賃借や売買を円滑に進め、経営規模を

拡大したい農家や農業生産法人に対し、効率的な生

産ができるように促進するため（農業経営基盤強化

促進法)、農地の貸借及び所有権移転(利用権の設定･

移転)による権利移動のこと。 

 

 

図２０ 

｢販売農家、自給的農家｣ 

  販売農家は、経営耕地面積が 10ａ以上又は農産物販売

金額が年間 50 万円以上の農家 

自給的農家は経営耕地面積が 30a 未満かつ農産物販売

金額が 50 万円未満の農家 

「主業、準主業、副業的農家」  

･主業農家   農業所得が主(総所得の 50％以上)･年間

60 日以上農業従事(65 歳未満) 

･準主業農家 農外所得が主･従事者は(主業農家と同

じ) 

･副業的農家 主業、準主業農家以外の農家 

｢専業農家、兼業農家｣ 

･専業農家  世帯員のなかに兼業従事者が 1人もいな

い農家 

･兼業農家 【1種】兼業従事者が 1人以上おり、かつ

農業所得の方が多い農家 

          【2 種】兼業従事者は（同上）、かつ兼業所

得の方が多い農家 

 

図２４ 

｢認定農業者｣ 
   農業経営の目標等の計画(経営改善計画)を作成し市

町村長の認定を受けたもの 

 

 

図２５ 

｢農業生産法人｣   

   農地法で規定する農地を利用して農業経営を行なう法

人。農事組合法人、持分会社(合名、合資、合同会社)、

株式会社(株式譲渡制限会社に限る)の 5形態。事業や構

成員、役員についても一定の要件が農地法で定められて

いる。 

 

図２６ 

｢農業委員定数｣ 

市町村の裁量の拡大と業務運営等の効率化等を促進す

るため、必置基準面積の見直し、選挙委員の下限定数を条

例に委任する措置が講じられている。 
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 農業委員名簿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
選挙・ 

選任別 
氏  名 役職及び所属部会 担当地区 備考 

１ 公選 松 村   譲 農地農政部会長 濁谷・門谷・秋縄・三土  

２ 選任 上 谷   修 総務部会 黒坂・久住・下黒坂・下菅  

３ 公選 野 田 和 志 総務部会副会長 根雤・貝原・三谷・舟場・野田  

４ 公選 久 代 宏 一 農地農政部会副会長 黒坂・久住・下黒坂・下菅  

５ 選任 頭 本 佳 苗 総務部会 中菅・小河内・上菅・福長  

６ 公選 青 砥 昭 雄 農地農政部会 中菅・小河内・上菅・福長  

７ 選任 柴 田 喜 博 農地農政部会 本郷・榎市・別所。小原  

８ 選任 長谷川 百 子 総務部会長 濁谷・門谷・秋縄・三土  

９ 公選 松 本 昌 明 会長職務代理 本郷・榎市・別所。小原  

10 公選 長 住 武 美 会   長 高尾・金持・板井原  

11 公選 中 原 孝 博 総務部会 津地・安原・下榎  

根雨町

日野村

黒坂村



 

 

 

日野町の風土 ～農地・農業ポテンシャルの開花(潜在力･可能性)～ 

 

○ 地 形 

急峻な地形が多く総面積の約９割が山林・原野で占められており、南北に還流する 

日野川及びその支流に沿って集落が形成されている。 

 

○ 農 地 

日野川沿いを中心に田畑が存在しており、その経営規模は小さい。 

 

○ 歴 史 

縄文、弥生時代の古墳が分布しており、紀元４～６世紀頃には多くの人々が定住してい 

たと思われる。 

平安時代には京文化が伝えられて栄え、戦国時代には尼子・毛利の戦場に、藩政時代に 

は宿場町として栄えた。 

また、古くから山砂鉄の採取とたたら製鉄が行われ、明治時代に近代製鉄が台頭するま 

で重要な産業であった。 

 

○ 見どころ 

町の花「つつじ」の名所「滝山公園」、縁起の良い名前で全国的にも知られた「金持神社」、 

冬にはオシドリが飛来するなど、自然環境に恵まれた見どころが多くある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

【日野町農業委員会】                       
住 所 〒６８９-４５０３ 

鳥取県日野郡日野町根雤１０１番地 
電 話 ０８５９-７２-２１０３ 
ＦＡＸ ０８５９-７２-１４８４ E－mail nogyoiinkai@town.hino.tottori.jp 
 
 

 

 

町の花：ツツジ 

町の木：スギ 

mailto:nogyoiinkai@town.hino.tottori.jp

